
別 紙 

質  問 回  答 

１．建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務に関する入札・契約手続の運用状

況等について 
・前回の定例会議以降、変更した部分は

あるのか。 
 
 
 
 
２．国立大学法人大阪大学において発注

した建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務について 
・特になし 
 
 
３．指名停止等の措置状況について 
 
・低入札調査で辞退した場合はどうなる

のか。再度入札をするのか。 
 
 
・次順位が最低基準価格を割っている場

合はどうなるのか？ 
 
 
・指名停止の期間が１ヶ月では短いので

はないか 
 
 
 
 

 
 
 
・政府調達の基準額について、平成２２年度

（平成２２年４月１日）から７億９千万円を

６億９千万円として適用している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・次順位のものが候補者となる。 

 
 
 

・同様に低入札調査を行うことになる。 
 
 
 
・指摘の案件は平成２１年度工事分であり、

平成２２年度（平成２２年４月１日）からは、

指名停止措置期間を１ヶ月から３ヶ月に見

直して実施している。 



別 紙 

質  問 回  答 

４．審議対象工事及び業務の抽出結果に

ついて 
（委員長より説明） 
・建設工事と設計コンサルティング業務

の抽出の割合について、前者の比率がか

なり高いので、建設工事について５件、

設計コンサルティング業務について３件

を抽出した。 
 
 
５．建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務における抽出案件の審議 
①一般競争方式（政府調達協定適用対象） 
【大阪大学会館（豊中イ号館）改修その

他工事】 

・特になし。 
 
②一般競争方式 

【大阪大学（吹田）先端研究施設整備に

伴う特高受変電設備その他工事】 

・落札率が９９．３３％と高いのはなぜ

か。落札率が高いものについては説明責

任が果たせるようにする必要があると思

われる。 

 

【大阪大学（箕面）バリアフリー対策そ

の他工事】 

・ 特になし。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・この入札は３回目で落札決定しており、結果

として予定価格を若干下回る形で落札しただ

けなので、予定価格については問題ないと思わ

れる。 
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質  問 回  答 

【大阪大学（医病）基幹・環境整備（中型

搬送設備改修）工事】 

・今回の入札のように１社入札にならざる

を得ないものについては、入札になじまな

いものとして、随意契約を考えていくべき

ではないか。入札をしていくことの不利益

を考慮した上で本当に税金が無駄になら

ないようにトータルコストで契約してい

くべきではないか。 
 
 
 
③随意契約方式 
【（医病）病棟東１２階処置室他改修工事】 

・見積を何社から取っているのか。 
 
 
④簡易公募型プロポーザル方式 
【大阪大学（人科）本館改修設計業務】 

・特になし 
 
⑤標準型プロポーザル方式 
【大阪大学（豊中）イ号館改修他設備設計

業務】 

・特になし 
 
 

 
 
・今回の入札については、老朽化した部品

の第３期の取替え工事であるため、メーカ

ーである㈱日本シューターの製品でなけ

れば原則としてシステム全体の性能が発

揮できないと考えられるが、メーカーより

供給された部品で工事を行うことも可能

であることから一般競争入札とした。今後

の入札についてはそのあたりの是非を詳

細に判断の上で、執行していきたい。 
 
 
 
・３社です。 
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質  問 回  答 

⑥随意契約方式 
【大阪大学（吹田）免疫学フロンティア研

究センター棟新営設備設計業務（その２）】 

・特になし 
 
６．低入札価格調査に係る特別重点調査の

試行について 
（事務局より特別重点調査の概要と結果

について報告し、併せて、平成２３年度の

入札についても引き続き適用していく旨

を報告） 

 
７．その他 
（政府調達対象事業の基準額の見直し及

び再苦情処理については申立てが無かっ

た旨を報告） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


